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9 東レ外装化粧部材「トレパーツ®」の施工
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※取付けビスの固定用下地を事前に設けてください。

〈玄関左右部断面図 /DPS〉

〈玄関左右部断面図 /DPSB〉

〈玄関上部断面図 /DCH･KS-L〉

〈玄関左右部断面図 /WDT〉

〈玄関上部断面図/WDH〉

DPS・2ピースタイプ

WDT・1ピースタイプ

1．接着前準備
●ドアクロスヘッドとキーストーンが、破損していないこと及び充分乾燥しているこ
とを確認して、接着面のホコリ等を除去してください。
●接着作業は、雨天時、気温の低い日（5℃以下）及び湿度の高い日（80％以上）には
行わないでください。

2．キーストーンの接着
●接着剤は、専用パテ（TPA-170）を使用してください。
●キーストーンを接着する場合のみ、プライマーを使用しないでください。
●接着剤の塗布は、キーストーンが押出し材と接する背面の10㎜内側の範囲に8φ位
の径でビード状（10㎜間隔）に塗布してください。
●接着剤塗布後、直ちにキーストーンを所定位置に押し付けるように圧締してくださ
い。接着性能が発現するまで、仮留めとして弱粘着のマスキングテープで4～5時
間（気温5℃以上）養生してください。（万一、接着剤がはみ出した場合は完全に除去
してください。）
●必要に応じて、キーストーンとトレパーツデラックスのヘッド部材等との取り合い
部には、三角シール（TGFP-08M）を設けてください。
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〈サッシ上部断面図〉

〈サッシ下部断面図〉

ウィンドーヘッドの場合
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※窓の下端にヘッド部材を使
用する場合には、取付けビ
スの固定用下地を事前に設
けてください。

〈サッシ左右部断面図〉

エントランスシステム ウィンドーシステム

キーストーンの標準施工手順
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